
令和６年１月１８日 

北九州市保健福祉局 
報道機関 各位 

 

「食品安全シンポジウム in 北九州」を開催します 
～輸入食品の安全性について～ 

 

１ 目的 

  輸入食品は、我々の食生活に必要不可欠なものです。国内で流通している食品は、輸入

食品も国産品も食品衛生法によって同じ基準が適用されるため、安全性は同じであるとい

った反面、食料品を購入するときに国産品であるかどうか気にかける方が多くいます。 

  そこで、輸入食品の検査の現状と、品質の安全性について、食品関連事業者の他、北九

州市民に学んでいただくことを目的として、食品安全シンポジウムを開催します。 

２ 日時 

  令和６年１月２５日（木）１３時３０分から１６時まで（１３時開場） 

３ 場所 

  黒崎ひびしんホール 中ホール（北九州市八幡西区岸の浦２丁目１－１） 

４ 参加者 

  一般市民、食品関係事業者等 

  ※参加費は無料で、事前申込み不要です。（定員：先着約３００名） 

５ 実施内容 

 （１）基調講演：「輸入食品の安全性について」 

    講 師：柏原 文和 氏 （厚生労働省福岡検疫所食品監視課 課長） 

 （２）パネルディスカッション 

    パネリスト：柏原 文和 氏 （厚生労働省福岡検疫所食品監視課 課長） 

          秋本 修治 氏 （極東ファディ(株) 代表取締役社長） 

          温勢 一江 氏 （北九州市消費者団体連絡会 くらしと食の安全部会） 

                   濱田 一志  （北九州市保健所東部生活衛生課 広域食品指導係長） 

    コーディネーター：石坂 瑠美   （北九州市保健衛生部保健衛生課 課長） 

 （３）質疑応答 

 

６ 報道機関の取材について 

 （１）集合時間：１３時２０分 

 （２）集合場所：黒崎ひびしんホール 中ホール前ロビー 

    ※担当者が会場まで誘導いたします。 

 

 

 
問い合わせ先 

保健福祉局保健衛生課 

担当：大羽、石坂 電話:093-582-2435 

 ４年ぶり 


